
CONTENTS

Part 1  概説
九州大学　伊藤 崇達 准教授 �   p22

Part 2  高校教員インタビュー
開星中学校・高等学校　田中 薫 先生 �   p26

神戸大学附属中等教育学校　高木 優 先生 �   p28

　2019年１月、中央教育審議会初等中等教育分科
会教育課程部会は、「児童生徒の学習評価の在り方
について（報告）」を取りまとめた。2020年度以降（高
校は2022年度以降）に実施される学習指導要領（以
下、新学習指導要領）の下での学習評価の基本的な
考え方などを示したものである。
　新学習指導要領では、各教科等の目標や内容を
「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学び
に向かう力・人間性等」の資質・能力の三つの柱で再
整理するとともに、これらの資質・能力に関わる「知識・
技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む
態度」の三観点について、学習指導要領に示す目標
に準拠した評価として三段階（ＡＢＣ）の評価をするこ
ととされている。観点別評価はこれまでも取り組まれ
ていたが、より高い質で実施することが求められる。
　「主体的に学習に取り組む態度」の狙いは、以前か
ら観点別評価の対象となっていた「関心・意欲・態度」
と同様だが、内容に関心を持つだけでなく、よりよく
学ぼうとする意欲を持って学習に取り組む態度を評価
するという趣旨がさらに強調されたものである。
　「主体的に学習に取り組む態度」の評価のイメージは、
＜資料＞のように示されているが、高校教員アンケート（注）

によると、「知識・技能」や「思考・判断・表現」に比べ
て「評価が難しい」と回答する先生方が多い。

　そこで今回は、「主体的に学習に取り組む態度」の
評価について、特に「自らの学習を調整しようとする
側面」に注目して紹介する。まず、「自己調整学習」
について詳しい九州大学・伊藤崇達准教授にインタ
ビューし、「主体的に学習に取り組む態度」をどのよ
うに捉え、いかに高校教育において育成・評価でき
るか、２人の高校の先生のご意見をうかがった。

（注）ガイドラインモニターアンケート：2020年２～３月に、ガイドライン読者を対象にメールで実施。回答者数99名。

（文部科学省・国立教育政策研究所教育課程研究センター「学習評価の在
り方ハンドブック」（高等学校編）より）
※全体については、p25の図４参照

＜資料＞評価のイメージ図
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いたりする状態を指している。もう一人の自分が自分自

身を見つめるようなイメージで、今の自分の考え方より

も他に良い考え方はないかと一歩立ち止まって考えた

り、自分の学びがどれくらいうまく進んでいるかを把握

したりすることなどが含まれる。

　近年は生徒にリフレクションシートを配布して、学習

状況や内容の理解の状況などを自己評価させる高校もあ

るが、これはメタ認知の力を伸ばすことなどを目的とし

た取り組みである。

「同一化的動機づけ」や
学びに向かう「感情」を整えることも大切に

　「動機づけ」（やる気）については、外発的動機づけか

ら内発的動機づけまで、４段階の動機づけがあると考え

られている＜図２＞。

　「外発的動機づけ」は、叱られないように、単位が欲

しいからなど、外から強いられたやる気である。「取り

入れ的動機づけ」とは、「仕方なし」のやる気である。

勉強することは義務だから、テストで悪い点を取って恥

をかきたくない、不安だからとにかく勉強する、という

ようなものである。消極的ではあるが、自分から勉強を

始めているので、外発的動機づけよりも主体性がある状

態である。「同一化的動機づけ」は、勉強は大事で自分

の将来にとってこの教科の学習は重要だから、生活の役

に立つから、などのように価値を認めて、やる気になっ

ている状態を指す。「内発的動機づけ」は、自分がした

いから、それが楽しい、面白い、好きだから、好奇心が

ある、というやる気だ。

　自己調整学習を支える「動機づけ」は、これらのうち

「メタ認知」「動機づけ」「行動」を統合的に研究し
学習者の主体性を追究する「自己調整学習」

　「自己調整学習」は、「メタ認知、動機づけ、行動にお

いて、自らの学習過程に能動的に関与して進められる学

習」（ニューヨーク市立大学、Zimmerman教授）と定義

されている＜図1＞。教育心理学では、100年近く「学

びの主体性」が研究対象とされており、「メタ認知」「動

機づけ」「行動」についても領域別に研究されてきたが、

自己調整学習はそれらを統合的に、もっと大きな視点で

学習に迫ろうとする考え方である。

　メタ認知は、最近では学校教育の現場でも用いられる

ようになってきた言葉である。認知とは「読む、記憶す

る、理解する、考える、計算する」といった心の働きで

あり、メタ認知とはこうした心的な活動を一段高いとこ

ろから客観的に捉え、それについて気付いたり、知って

九州大学大学院　人間環境学研究院　伊藤 崇達 准教授

生徒が回す自己調整学習のサイクルを支援し
教科指導と評価を一体的に考える

　新学習指導要領の下では、観点別学習状況の評価（観点別評価）を行う必要がある。中でも「主
体的に学習に取り組む態度」を、どのように評価すればよいのかイメージがつかない先生も少なくな
いのではないか。生徒の主体的に学習に取り組む態度をいかに評価できるか、中でも「自らの学習
を調整しようとする側面」をどのように捉えるとよいのか、著書に『自己調整学習の成立過程―学習
方略と動機づけの役割』（2009年、北大路書房）、監訳に『自己調整学習ハンドブック』（2014年、
北大路書房）などがある、九州大学 人間環境学研究院 伊藤崇達准教授にうかがった。

Par t  1 概説

＜図１＞「自己調整学習」と「認知」、「メタ認知」

●「自己調整学習」とは？
「メタ認知」「動機づけ」「行動」において、自ら
の学習過程に能動的に関与して進められる学習
のこと（Zimmerman，1989）

●「認知」とは？
「読む、記憶する、理解する、考える、計算する」
といった心のはたらき

●「メタ認知」とは？
認知に関する活動を一段高いところから客観的
に捉えること、それを知っていること（もう一
人の自分が自分を見つめている）

（伊藤崇達 准教授）
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の「同一化的動機づけ」と「内発的動機づけ」である。

　「従来の研究では、主体的な学びや自己調整学習には

内発的動機づけが大切だと言われてきました。そこで学

校でも、生徒の『興味・関心』を引き出すような、さま

ざまな実践が行われてきました。しかし最近は、『学ぶ

のが楽しい・好き』などの内発的動機づけよりも、『学

ぶことは大切・意義がある』といった同一化的動機づけ

の方が学習に関するパフォーマンスに好影響を与えると

いう研究結果も見られるようです。例えば、1年先の学

業成績を指標として調べたときに、内発的動機づけはほ

とんど予測力を持たないけれども、同一化的動機づけの

方は、プラスの影響を及ぼすといった可能性が明らかに

されてきています。つまり、『学ぶことは大切・意義が

ある』という理由でやる気をもって取り組んでいる生徒

ほど、高い学業成績をおさめている傾向にあるようです。

そのため、最近では同一化的動機づけの重要性も強調さ

れるようになっています」（伊藤准教授）

　新学習指導要領では、『何のために学ぶのか』という各教

科等を学ぶ意義が強調されているのも、同一化的動機づ

けを促そうとしていることの表われと伊藤准教授は考える。

　自己調整学習を実現するためには、「メタ認知」「動機

づけ」に加えて、自分の学びを最善なものにするべく周

囲の環境に働きかけるような「行動」が重要である。こ

こでいう周囲の環境とは、「社会的環境」（人間関係）と

「物理的環境」（物や空間）の２つの環境である。学習内

容がわからなかったときにクラスメイトや教員に助けを

求めたり（援助要請）、自分が学びやすいように教材や

ＩＣＴを駆使したりすることができることが大切になる。

　以上の「メタ認知」「動機づけ」「行動」の３つの要素

に加え、伊藤准教授は、学びに付随する「感情」も大切

だという。「例えば、テストで良い点数を取ると達成感

を持ったり自尊心が高まったりする一方で、悪い点数で

落ち込んだり恥ずかしさを感じたりします。こうした感

情を立て直して次の学びに向かうなど、生徒自身が上手

に自分の感情をコントロールすることも、自己調整学習

には必要です」

「予見」「遂行コントロール」「自己省察」
３つの段階によるサイクルを回す

　自己調整学習は、学習に対して「見通し（予見）」を

持って準備し、学びを「深め進めて（遂行コントロー

ル）」、学習後には「振り返り（自己省察）」を行うという

３つの段階を繰り返しながら実現される＜図３＞。そし

てそれぞれの段階で、「メタ認知」「動機づけ」「行動」「感

情」を生徒自身がコントロールすることが大切である。

　「予見」は、学習活動の下準備をするプロセスであり、

学習する内容や学び方など学習方略（後述）の計画を立

てること、目標を設定すること、学習内容に対する興味

を持つことなどが含まれる。自己調整ができていない学

習者は、「予見」に関して、曖昧で系統的ではない目標

を立てていたり、学びへの興味が弱く、学ぶことに意義

が見出せなかったりする。また、「叱られないよう」「単

位のため」など外発的動機づけで学びを始め、学習方略

が身に付いていない。一方、自己調整ができる学習者（自

己調整学習者）は、明確で努力すれば手に届く目標を設

定し、学習に対する自信や学習内容への興味があり、学

ぶことに意義を見出している。内発的動機づけ、同一化

的動機づけのやる気を持ち、学び方（プロセス）を理解

した状態で学習に入っていく。

　「遂行コントロール」は、学習中に生じる、自らの注

意や活動に対して直接的な影響を与えるプロセスであ

る。自己調整学習者は、計画に従って学びを進めるこ

と、解き方や学び方を工夫すること、うまく行かなかっ

たときに気持ちを整えることなどができる。

＜図２＞外発から内発までの連続帯としての動機づけ

（伊藤崇達 准教授）
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　「自己省察」は、学習後に自らの努力に対して反応を

とるプロセスである。自己調整学習者は、学びの成否や

善し悪しについて自己評価をすること、学べて良かっ

た、あるいは今回はうまく学べなかったなど満足感・不

満足感を感じること（自己反応）、成功や失敗の原因を

振り返ること（原因帰属）などが適切な形で実行でき

る。そして、それらを受けて次の学習内容や学習方法を

考える（適応）ことで、それがまた次の「見通し（予見）」

の段階につながっていく。生徒は、この循環を何度も回

すことで、自己調整学習者（＝スマート・ラーナー、賢

い学習者）となっていく。

　新学習指導要領の総則にも、「学習の見通しを立てた

り、学習したことを振り返ったりする活動を計画的に取

り入れるよう工夫すること」と記されているが、まさに

自己調整のサイクルを示していると言えるだろう。

　なお、「学習方略」は心理学の専門用語で、学習を効

果的・効率的にするための方法のことである。似た言葉

である「学習スキル」や「学習習慣」などは行動面の意

味合いが強い一方、学習方略は、その意味の中に行動面

だけではなく、認知的・内面的な側面も含んでいる。

　また学習方略は、「予見」「遂行コントロール」「自己

省察」の各段階のプロセスを背後で支えている。学びの

計画の立て方や目標設定の仕方にも、学習の進め方に

も、振り返りにも自分なりの方法、つまり方略がある。

自己調整のできる生徒は、自分自身や学習内容に合った

方略で学習を進めており、これが一連のサイクルを支え

ていると言える。

自己調整する力を育むためには
目標（動機づけ）も重要になる

　自己調整学習者を育てるためには、教員は生徒が「予

見」「遂行コントロール」「自己省察」のそれぞれの段階

においてうまく調整できているか、各段階が連携してい

るか（振り返りが次の見通しを育てるものになっている

か）などを見取って、支援していく必要がある。また、

学習の目標（動機づけ）も１つのポイントになると伊藤

准教授は説明する。

　「学習の達成目標には『熟達目標（マスタリー・ゴー

ル）』と『遂行目標（パフォーマンス・ゴール）』の２種

類があります。例えばテストに向けた学習にしても、熟

達目標者は、熟達したり理解したりすることがゴールで

あるため、学習の過程でも『できているか』『わかってい

るか』をモニタリングし、解けなかった問題があれば次

は解けるようになるための方法を考えるなど、前向きな

サイクルで学んでいきます。一方、遂行目標の場合は、

結果（点数）ばかりにこだわる目標を立て、点数に直結

しないような努力はしない場合もあります。目標となる

点数が取れている時にはやる気も継続しますが、成績が

下がった時には改善方法を考えるのではなく、失敗の原

因をとにかく『運が悪かった』『課題が悪かった』と考え

たり学習を避けたりするなど防衛的になっていく場合も

あります。遂行目標が有効な場面もありますが、生徒が

どのような目標を掲げているかに留意する必要があるで

しょう」

　また、取り組む課題によって、自己調整のサイクルは

変わってくる。例えば、環境問題をテーマとした場合で

も、「拡散思考」の課題と、「収束思考」では大きく異

なる。拡散思考の場合は、「環境問題のこれまでにない

解決方法を考えよう」といった課題となり、「視点を変

えてみる」「無関係なものとつなげる」「発想を柔らかく

する」といった学習方略が必要になる。一方、収束思考

では「環境問題の解決方法で、最も早期に、最大限の効

果をもたらすものを考えよう」といった課題で、手順を

追って考えたり、相互に比較し検証したり、明確な理由

＜図３＞自己調整の循環的・螺旋的なサイクル

（伊藤崇達 准教授）
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「主体的に学習に取り組む態度」を「① 知識及び技能を

獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身に付けたり

することに向けた粘り強い取組を行おうとする側面」と

「② ①の粘り強い取組を行う中で、自らの学習を調整し

ようとする側面」の２つの側面で評価することとされて

いる＜図４＞が、自己調整学習の考え方はどのように活

用できるのだろうか。

　まず、①について伊藤准教授は、“粘り強く”はモチ

ベーション（動機づけ）と言い換えることができると

し、段階に分けて考えることを提案している。「心理学

ではモチベーションを『始発』『維持』『強化』の３つの

フェーズで捉えています。取り組み始める最初の段階、

学びを維持し続ける段階、さらには学びに充実感を感じ

て、発展させようという意欲や姿勢などの強い意思の段

階にまで育っているか、というように段階的に捉えれば

評価が可能になるのではないでしょうか」と話す。

　また、②は自己調整そのものだが、メタ認知と学習方

略を評価のポイントにあげる。「自分の学びの状況を振

り返り、目標や学び方、モチベーションの持ち方などに

ついて自分なりに工夫しているかどうかを評価すること

になるのではないでしょうか」

　具体的な評価方法としては、生徒が自分の学習の目標

を設定し、自分なりの学び方で学習に取り組み、振り返

る機会を設けたり、さまざまな学び方に触れさせたりす

ることで、自己調整の３段階のサイクルを回し、生徒の

学習方略のレパートリーが広がるような指導をした上

付けをしたりする学習方略が

求められる。

　「学校では、拡散思考と収

束思考の両方に触れさせるこ

とが大切です。生徒が幅広い

学習方略や思考方法を身に付

けられるよう、先生方が意識

して指導するとよいのではな

いでしょうか」

教科の学びと評価を
結びつけ、

「主体的に学習に取り組む
態度」を評価する

　「児童生徒の学習評価の在

り方について（報告）」では、

で、生徒がどのように学びに臨んでいるかを評価するこ

とが考えられるだろう。

　こうした指導は授業の「導入―展開―まとめ」のサイ

クルの中だけでなく、「予習―授業―復習」のサイクル

の中でも取り組むことが可能である。

　「例えば、予習の段階で、生徒が自ら問いを立てるよ

うな課題を与えておき、授業ではその問いについて検討

するなど、予習を授業の一部として構造化していくこと

も考えられます。授業中の活動をこれまでよりも生徒に

委ね、生徒が学び方を自分で考えて取り組む場面を広げ

ていくとともに、生徒が適切な方略で学ぶことができて

いるかを捉えることができるとよいでしょう」

　各教科の指導においては、新学習指導要領で示されて

いる「見方・考え方」を踏まえて、各教科の特質を活か

した学習方略を身に付けさせることが必要である。ま

た、「総合的な探究の時間」なども活用して、同じ課題

でも考え方や答えに至るルートが複数あることを生徒に

経験させるなど、学習方略のレパートリーをさらに広げ

ることも必要だろう。

　伊藤准教授は「熱心に勉強していてもなかなか成績が

上がらない生徒は、もしかしたら有効ではない学び方を

続けていたり、動機づけや感情のコントロールがうまく

できていなかったりするのかもしれません。さまざまな

学習方略を紹介するとともに、自己調整学習のサイクル

を経験させる、そういう場面をいかに意識的に設けるか

が大きな鍵になると思います」と結んだ。 

（文部科学省・国立教育政策研究所教育課程研究センター「学習評価の在り方ハンドブック」（高等学校編）より）

①粘り強い取組を行おうとする側面

「努力を要する」
状況（C）

「十分満足できる」
状況（A）

「おおむね満足できる」
状況（B）

〇「主体的に学習に取り組む態度」の評価につ
いては、①知識及び技能を獲得したり、思考
力、判断力、表現力等を身に付けたりするこ
とに向けた粘り強い取組を行おうとする側面
と、②①の粘り強い取組を行う中で、自らの
学習を調整しようとする側面、という二つの
側面から評価することが求められる。

〇これらの①②の姿は実際の教科等の学びの中
では別々ではなく相互に関わり合いながら立
ち現れるものと考えられる。例えば、自らの
学習を全く調整しようとせず粘り強く取り組
み続ける姿や、粘り強さが全くない中で自ら
の学習を調整する姿は一般的ではない。

　ここでの評価は、その学習の調整が「適切に行われるか」を必ずしも判断するものではなく、学習の調
整が知識及び技能の習得などに結びついていない場合には、教師が学習の進め方を適切に指導することが
求められます。

「自らの学習を調整しようとする側面」とは…
　自らの学習状況を把握し、学習の進め方について試行錯誤するなどの意思的な側面のことです。評価に
当たっては、生徒が自らの理解の状況を振り返ることができるような発問の工夫をしたり、自らの考えを
記述したり話し合ったりする場面、他者との協働を通じて自らの考えを相対化する場面を、単元や題材な
どの内容のまとまりの中で設けたりするなど、「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善を図
る中で、適切に評価できるようにしていくことが重要です。

＜図４＞「主体的に学習に取り組む態度」の評価イメージ

②
自
ら
の
学
習
を
調
整
し
よ
う
と
す
る
側
面
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SSH指定を機に
科学系人材育成カリキュラムを開発・実践

　開星中学校・高等学校では、SSH事業（2013 ～ 18年

度）の取り組みの中で、独自の中高一貫STEAM教育プ

ログラム「SMILEプログラム」を開発した。プログラ

ム名は５つのキーワードの頭文字（Science、Morality、

Internationality、Logic、Enterprise）を取って名付け

られている。具体的には、「道徳観を備えた科学系人材の

育成」をめざし、生徒が課題研究などに取り組むプログ

ラムである。田中先生は「科学をしっかりと授業のベー

スに置き、文系理系にかかわらず、科学的な根拠を持っ

て物事を考える大切さを生徒に伝えたい」と、プログラ

ム開発当時の思いを語る。

　SMILEプログラムでは、生徒一人ひとりが課題研究に

取り組むが、当初は思ったように進まなかったという。

そこで田中先生は、改善のためさまざまな文献を調べる

うちに、「自己調整学習」という考え方に行き着いた。

　「生徒たちが課題研究に取り組むためには、自己調整学

習の理論の中でも、実験や研究を自ら進めるための『学

習方略』、課題研究に取り組む『動機づけ』、自身の研究

を俯瞰的に見る『メタ認知』の３つの能力をさらに高め

る必要があると考えました。これらの能力を備えた人材

は、本校が育成をめざしている科学系人材の理想像です。

そこで、課題研究をすること自体が目的ではなく、そう

した学びを通して自己調整学習者を育てることが目的で

あることを再認識しました。SSH事業を通じて多くの研

究者の方々と交流する機会がありましたが、改めて考え

ると、研究者とは自身の研究テーマを自分で見つけて取

り組むことができる、言わば自己調整学習ができる科学

系人材です。本校の生徒たちを、研究者にならなくても、

社会に出てから、自分の仕事をしっかりと見つけ、自分

の役割を果たし、常に改善ができる人材に育てていけば

良いのだと意を強くしました」

自己調整学習者の育成を意識して
SMILEプログラムを再整理

　田中先生は、SSH指定後にも取り組みを発展させるた

め、SMILEプログラムを自己調整学習の「動機づけ」

「学習方略」「メタ認知」の各要素で改めて整理した。

　「Side S：Science」には、身近なテーマで探究を行う

『基礎科学探究Ⅰ・Ⅱ』（中１・２）、課題研究に必要な手

法を身に付ける『応用科学探究Ⅰ・Ⅱ』（中３・高１）、研

究を通じて科学者に求められる資質・能力を育成する

『課題研究Ⅰ・Ⅱ』（高２・３）などがある。これらの科

目は、研究を通じて生徒の自己効力感を醸成し、教科等

の学びへの動機づけを図ることなどが狙いである。2021

年度入学生からは、より汎用性を高めた『探究』へと名

称を変更し、全教科の教員が担当している。

　「Side E：Enterprise（具体と抽象を往復するカリキュ

ラム）」は、例えば中２『基礎科学探究Ⅰ』で実施する、

開星高校の近隣にある宍
しん

道
じ

湖
こ

での生命調査（フィールド

ワーク）などが含まれる。これは、理科の授業で学んだ

知識を、身近で起きている事象と結びつけて理解し、「生

命」について考えを深めることを狙った活動である。

　「これまでは、外発的動機づけ（注）で学習を促す指導を

開星中学校・高等学校　田中 薫 先生

SSH指定のSTEAM教育プログラムをベースに
自己調整学習者の育成をめざす

　開星中学校・高等学校（島根県松江市）は、「科学」「道徳」「国際性」「論理」と「先進性」を
キーワードにした探究プログラムに取り組んでいる。2013年度のスーパーサイエンスハイスクール

（SSH）指定を機に「SMILEプログラム」を理系クラスに導入し、現在はその成果を踏まえ、全コ
ースに課題研究または課題探究を置いている。SMILEプログラムの概要や、自己調整学習との関
係などについて、広報担当で元SSH担当の田中薫先生（理科）にうかがった。

Par t  2 高校教員インタビュー

（注）外発的動機づけ：外から強いられた動機づけ（詳細はp22：伊藤崇達先生の記事参照）
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２・３の課題研究に取り組む時に、自分で試行錯誤を繰

り返して、主体的に学ぶことができるようになっている

と感じています」と、動機づけについては一定の手ごた

えがあると語る。

自己調整学習者を育むためには
授業改革と教員の意識改革が必要

　開星中学校・高等学校では現在、研究開発部が中心と

なり、「授業の３割を探究主体の授業にする」を目標に、

ぶ意義を感じてもらい、動機づけにつなげたいと考えて

います」

　「Side M：科学技術者倫理」には、高１の『応用科学探

究Ⅱ』の中で実施したロールプレイングなどの取り組み

がある。金沢工業大学と共同開発した授業で、生徒は

ケーススタディの手法を学んだうえで、科学技術者とし

ての倫理が問われる実際の事例に触れ、どのような点に

問題があるか、どのように行動すべきだったのかなどを

グループでディスカッションする。ケーススタディの方

法を実際に活用してみることで、生徒は学んだことが解

決方法の判断に使えることなどを実感し、学びのための

動機づけにつながる。また、ケーススタディを通じて、

物事を俯瞰的に見る視点を育成したいと考えている。

　「Side L：論理的思考力・表現力」は、日本語・英語の

論理的思考力を身に付けることをめざした学校設定科目

『コミュニケーションメソッド』（中１～高１）などで取

り組んだ（2018年度からは国語と英語のカリキュラム内

に組み込んで実施）。「Side I：国際共同研究・グローバ

ル人材育成」は、高１の海外高校との合同授業や、高２

の海外研修（選抜者）などがある。Side L、Side Iを通

じて、論理的に思考を整理したり、文化的背景が異なる

人とコミュニケーションを取ったりするなど、課題研究

に必要な「学習方略」に触れる。

　田中先生は、学習方略やメタ認知についてはさらに工

夫が必要としながらも、「SMILEプログラムなどを通じ

て、学習することの意義を感じることができた生徒は、高

行うことも少なく

ありませんでした。

しかし、生徒が主

体的に学ぶために

は外発的動機づけ

では長くは持たず、

生徒の内側からの

動機づけが必要で

す。そこで、地域

にある素材を活用

することで、教科

で学んだ知識を教

科の中だけで完結

させるのではなく、

実際に自分が住ん

でいる地域とつな

がっていることを

生徒に意識させる

ことで、教科を学

＜図＞開星中学校・高等学校のSMILEプログラムの概念図

開星中学校・高等学校

◇所在地：島根県松江市西津田9丁目11番1号

◇沿革：1924（大正13）年　松江ミシン裁縫女学院として創立。そ
の後、改称。

1994（平成 ６）年　開星高等学校と改称。開星中学校を併
設し、中高一貫教育をスタート。

◇学級編成：25クラス

◇生徒数：男子309名、女子169名（2020年4月現在）

◇特色：中高一貫コースの他、2020年度高校入学生よりこれまでの
コースを改編し、進学探究コースと地元大学コースを設置し、探究
型学習を推進している。2013（平成25）年度から６年間SSHに指
定され、現在も探究活動に力を入れている。

◇卒業生の進路：2020年３月卒業生170名
・進路：４年制大学58名、短期大学12名、専門学校・各種学校

55名、就職36名、その他9名
・合格者の内訳（現役生、延数）： 国公立大学6名、私立大学81名、

短期大学13名、専門学校・各種学校55名

このサイクルを６か年のスパンで回し続けるこ
とで、生徒を研究者として育成するプログラム。

「科学」「倫理道徳」「国際」「論理」この
４つの学問領域を「先進的な」取組を
キーワードとして結び付けた。
Society5.0社会を支える開星版STEM教育
として位置付ける。

科学スキル習得
柔軟な思考と
斬新な発想の育成
自己効力感の醸成

主体的・対話的で深い学びを実現する全校体制
　・中高一貫コース生徒によるメンター制度
　・高校生による中学生へのメンター制度
　・全校生徒に科学探究の実施
　・全校生徒による探究成果交流会
　・島根大学とのメンター制度
　・開星版持続可能な開発のための教育、
　　　ESD（Education for Sustainable 
　　　　　Development）として文理融合を目指す
　　　　　・Side Eと関連し、地域素材を活かした
　　　　　　地域課題解決型課題研究を実践

共同開発する大学、企業、研究所
 ・島根大学
 ・島根県立大学
 ・金沢工業大学
 ・甲南大学
 ・県立三瓶自然館サヒメル
 ・中国電力島根原子力発電所
 ・島根原子力館
 ・宍道湖自然館ゴビウス
 ・ホシザキ野生生物研究所
 ・東海大学

相互協力

Side S：Science
科学探究（中１～高１）
課題研究（高２～高３）

SMILEプログラム

倫理観を持った研究者の育成
※金沢工業大学科学技術応用
　倫理研究所との共同研究事業

Side M：Morality
 科学技術者倫理

Side E：Enterprise
具体と抽象を往復する

カリキュラム
地域素材を活用した校外研修
校外研修前後の教科横断的授業
高大連携・企業連携
地域素材の国際教育への活用

基礎的読解力の育成
日本語・英語ディベート授業
パラグラフライティング授業

Side L：Logic
論理的思考力・表現力

Side I：Internationality
国際共同研究

グローバル人材育成
 ・韓国ソウル大学付属高校と東海大学との
　環境に関する共同研究（自然科学部）
 ・米国ベアリバー高校（予定）との地質学的な
　日米比較を行う共同研究
 ・KAISEI English Village, ICT機器の活用

中高一貫６か年をかけて
育てる研究者の理想像

＝自己調整学習者

自己調整学習とは、学習者が
＜動機づけ＞＜学習方略＞＜メタ認知＞
の３要素において自分自身の学習課程
に能動的に関与していること

３要素のSMILEプログラムとの関連
  ＜動機づけ＞：S（科学）、M（倫理道徳）
  ＜学習方略＞：I（国際）、L（論理）、E（先進性）
  ＜メタ認知＞：M（倫理道徳）、E（先進性）

変わる高校教育　第26回　「主体的に学習に取り組む態度」をいかに評価するか～自己調整学習に注目して～
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教科の授業改革にも力を入れている。

　2018年度からは、教科横断型の「総合探究」という授

業も新設した。この授業は、異なる教科の教員２人１組

で行い、教科の授業で学んだことがどのように実社会で

活きるのか実感できるようなテーマを、各教員が自由に

設定できる。例えば、国語と美術の教員の授業では、俳句

を勉強してから、その俳句をもとにして絵を描く俳画を

行ったり、ファイナンシャルプランナーの資格を持つ先

生がお金をテーマにした授業を行ったりするなどがある。

　田中先生は、自己調整学習者を育むためにも、教科の

授業改革がポイントとなると考えている。

　「教科書の内容を教えるのではなく、教科を学ぶことで

何が分かるのかを生徒に感じてもらえるような授業が必

要だと考えています。その際、教科書の知識を用いなが

ら、地域の課題など答えのない問題について生徒と教員

が一緒に考えて、生徒が自分なりの考えを作るような授

業を続けていくことができれば、自己調整学習者として

の態度が育てられるのではないかと思います」と語る。

　最後に田中先生は、自己調整学習者を育成するために

は、教員の意識改革も必要ではないかと話す。

　「高校では、生徒が卒業した後でも、自ら学び、社会の

発展に役立つ力を育まなくてはなりません。自ら学ぶ方

法は、生徒によって異なります。本来は、生徒一人ひと

りが時間をかけて身に付けるものですが、生徒も教員も

多忙で、試行錯誤の機会を充分に与えていないのが現状

ではないでしょうか。また、生徒を育てる責任の全てを

教員が背負い込むと、教員はますます多忙になり、一つ

の学び方を押し付けることにもなりかねません。自分を

育てる責任の一部は自分にあるという意識を生徒に持た

せるとともに、教員は生徒一人ひとりの課題を適切に見

極め、メンターや相談役のような立場で、学び方を一緒

に考えることができればよいでしょう。課題は少なくあ

りませんが、まずは学校を生徒が学び方を模索できるよ

うな、安心安全な場としたいと考えています」

３つの評価観点を教科の視点から捉え直し
単元などの大きなまとまりで捉える

　神戸大学附属中等教育学校の『地理総合』（４年次２単

位）では、新学習指導要領も見越して、「知識・技能」「思

考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３つ

の観点を次のように捉え、目標や内容を整理している。

　「知識・技能」は、さまざまな資料から知識や情報を読

み取る力として捉えている。「思考・判断・表現」につい

ては、読み取った複数の知識や情報を組み合わせ、思考

して、多面的に考察して、自分で判断した結果を表現す

る力としている。そして、読み取った情報や、思考・判

断・表現した結果をその後の学習でも継続して活用しよ

うとする態度や、それらを地球課題や生活圏の課題の解

決につなげようとする（構想する）態度を「主体的に学

習に取り組む態度」と捉えて実践に取り組んでいる。

　2020年度の『地理総合』は＜資料１＞の目標の下、

＜資料２＞のように３つの大項目、５つの中項目の５つ

の単元で構成しており、年間を通じて「知識・技能」「思

考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観

点を見取る場面を設定している。

　「１回の授業の中で３つの観点の全てを見取ることは難

しいと思います。単元などの大きなまとまりの中で見取

ることが必要でしょう。本校の場合、最初の大項目Ａ

『地図や地理情報システムで捉える現代世界』の単元で

は、大きく『知識・技能』を見ていくことにしています。

Ｂ『国際理解と国際協力』では、『思考・判断・表現』を

中心に見て、Ｃ『持続可能な地域づくりと私たち』では

神戸大学附属中等教育学校　高木 優 先生

授業や定期考査など学習活動の中に
評価を行う場面をいかに設定するかが肝要

　神戸大学附属中等教育学校は、文部科学省指定研究開発学校として、2013年度から『地理
総合』と『歴史総合』の実践研究に取り組んでいる。特に『地理総合』は、現代世界の地球的
課題や生活圏の地域的課題に関する主題学習のために、自然システム的アプローチや社会・経
済システム的アプローチを相互に関連付けて学習する「主題的相互展開学習」を行うことなどが
特徴だ。同校の『地理総合』における観点別評価の取り組みや、「主体的に学習に取り組む態度」
の評価に関する課題などについて、研究主任の高木優先生にうかがった。
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＜資料１＞神戸大学附属中等教育学校『地理総合』の目標 ＜資料２＞神戸大学附属中等教育学校『地理総合』の単元構成
　社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ、地理に関わる事
象や地球的な課題を追究したり解決したりする活動を通して、生
活文化と自然環境並びに社会環境との関係及び空間的・歴史的な
地域の変容とを関連付けながら、グローバル化する持続可能で活
力ある社会づくりに主体的に寄与できる有為な形成者に必要な公
民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（１）持続可能で活力のある社会づくりを視野に、地球的課題へ
の対応の方向性について模索するため粘り強い取組を行う
とともに、自ら学習を調整することによって得られた多面的・
多角的な考察や深い理解を通して、世界の諸地域の多様な
生活文化を尊重しようとすることの大切さについての自覚
などを深める。

（２）地理に関わる諸事象について、概念などを活用して多面的・
多角的に考察したり、地球的課題の解決に向けて地域とい
う枠組みの中で構想したりする力、考察・構想したことを
効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。

（３）地表面に展開する自然システムや社会・経済システム、生
活文化の地域的特色などを理解するとともに、調査や地理資
料（地図や地理情報システム（GIS）など）から地理に関す
る様々な情報を効果的に調べ、口頭で説明したり、文章や図・
表にまとめたりする技能を身に付けるようにする。

Ａ　地図や地理情報システムで捉える現代世界

（１）地図や地理情報システムと現代世界［GIS］
地図や地理情報システムから読み取る地球環境問題
地球温暖化

Ｂ　国際理解と国際協力

（１）生活文化の多様性と国際理解［グローバル・ESD］
生活文化の多様性から理解する現代世界
世界の衣食住

（２）地球的課題と国際協力［グローバル・ESD］
地球的課題を踏まえた国際協力
地域統合

Ｃ　持続可能な地域づくりと私たち

（１）自然環境と防災［防災・ESD］
自然環境から想定される災害への備え
災害への備えや対応～グローバルなスケールで

（２）生活圏の調査と地域の展望［防災・ESD］
持続可能な地域づくり
生活圏の地理的な課題～ローカルなスケールで

『主体的に学習に取り組む態度』を見ていくこととしてい

ます。そのためＣでは、生活圏の調査を基に、持続可能

な地域づくりにどのようにかかわるのかなど、“構想”す

る場面を特に重視しています」

　また、１つの単元の中でも、複数の観点を見取るよう

にしている。Ａの単元では「知識・技能」を見取ること

が中心となっているが、例えば単元の導入部分では知識・

技能を習得し、各回の授業の中で思考・判断・表現を行

う場面を設定し、単元の最後には主題学習を行うといっ

たように、単元の中でも３つの観点を念頭に置いた活動

を行い、評価する場面のサイクルを回しているという。

　高木先生は、「主体的に学習に取り組む態度を評価しよ

うとしたら、それに見合った学習活動を、その単元の中

に組み込む必要があるでしょう」と指摘する。例えば、

Ａ『地図や地理情報システムで捉える現代世界』では

「GIS」（地理情報システム）に関して学習するが、GISの

操作方法を習得するだけでは、主体的に学習に取り組む

態度を評価することはできない。GISで生徒が自分の暮

らす地域の標高を見て、海水面が上昇すると海の中に沈

むことを発見し、地球温暖化による海水面の上昇が自分

の生活圏に与える影響を構想するような場面などを設定

することが必要となる。

　観点別評価を行うためには、授業だけでなく、定期考

査の問題なども変えていくこととなる。例えば、定期考

査で「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習

に取り組む態度」の全てを評価するとしたら、定期考査

の問題を、知識・技能があれば解ける問題、知識・技能

がなくても授業で学んだことを応用すれば解ける問題（思

考・判断・表現によって解ける問題）などのように、ど

の資質・能力を評価する問題なのかを明確にして出題す

る必要がある。そして、授業ではその問題を解くために

はどのような内容を扱うべきかというように、授業と定

期考査を連動させ循環させていく工夫が求められる。

　高木先生も、例えば『地理総合』では、定期考査で

「主体的に学習に取り組む態度」を評価する問題として、

生活圏の災害に対する備えなどを構想して記述する問題

を出題し、授業では構想するために必要な知識・技能や、

思考力・判断力・表現力を育成するように授業を設計す

ることなどが考えられるとしている。

３つの評価観点のイメージと評価の場面を
教員間で共有することが大切

　「主体的に学習に取り組む態度」の評価についてはさま

ざまな課題がある。まず、現行の学習指導要領でも「関

心・意欲・態度」「思考・判断・表現」「技能」「知識・理

解」の４観点による評価を行うことになっているが、現

行の高等学校の生徒指導要録ではそれぞれの観点別に評

価を記載する必要がないことなどから、観点別評価にな

じみのない高校教員も少なくない。

　新学習指導要領の趣旨を踏まえ、単元などのまとまり

の中で、育成すべき資質・能力を意識し、それぞれを評

価する場面を設定し授業を構成するような実践は、全国

でもあまり取り組まれていないのが実情だろう。しかし

評価の場面を適切に設定しなければ、新学習指導要領に

対応した生徒指導要録で「知識・技能」「思考・判断・表

現」「主体的に学習に取り組む態度」それぞれにＡＢＣの

３段階評価を記載する際、どのような基準で評価すれば

よいのか教員自身が戸惑うだけでなく、通知表を受け

変わる高校教育　第26回　「主体的に学習に取り組む態度」をいかに評価するか～自己調整学習に注目して～
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取った生徒が納得できない可能性もある。

　「本校では、『構想』の場面を『主体的に学習に取り組

む態度』に関する場面としていますが、本校の研究授業

に参加した先生方からは『思考・判断・表現の場面では

ないか』という意見もありました。それぞれの資質・能

力がどのようなものか、授業等のどのような場面で育成

するのかなど、校内ですり合わせる必要があると思いま

す。また、『知識・技能』『思考・判断・表現』の評価は、

『知識』『思考』『判断』という生徒の内面で起こっている

ことを、『技能』や『表現』という、生徒の行動が伴うも

のと組み合わせることで評価しようとしています。『主体

的に学習に取り組む態度』についても、生徒の行動を通

じて評価することになるでしょう」

　また、「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学

習に取り組む態度」は、それぞれが関わり合いながら現

れるものである。「児童生徒の学習評価の在り方について

（報告）」では、以下のように記載されている。

「主体的に学習に取り組む態度」に係る各教科等の

評価の観点の趣旨に照らし、

①知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表

現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い

取組を行おうとする側面と、

②①の粘り強い取組を行う中で、自らの学習を調整

しようとする側面、

という二つの側面を評価することが求められる。

　この二つの側面が示されたことについて高木先生は、

「『知識・技能』や『思考・判断・表現』を見取る過程にお

いて、主体的に学習に取り組む態度も一緒に見取るよう

に期待されているのではないでしょうか。例えば定期考

査で『知識・技能』『思考・判断・表現』を評価して、提

出物の提出状況や授業中の発言回数などで『主体的に学

習に取り組む態度』を評価するというように、切り離して

しまうようなことを防ぐ意図があると思います」と話す。

小中学校の事例なども参考に
「主体的に学習に取り組む態度」評価の在り方を検討

　では、新学習指導要領の趣旨を踏まえた「主体的に学習

に取り組む態度」の評価とはどのようなものなのだろうか。

　2020年３月に国立教育政策研究所が公表した、『「指導

と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料　中

学校編 社会』では、同じ問いに対して複数回、生徒に文

章を書いてもらって、その変容を見ることで、主体的に

学習に取り組む態度を見取るという例などが示されてい

る。高校でも同様の評価が考えられるだろう。しかし、

同じ問いについて生徒に何度も考えさせ、教員がその都

度確認することは、生徒にも教員にも負担が大きい。

　高木先生は、『地理総合』の単元Ａ『地図や地理情報

システムで捉える現代世界』において、GISの使い方や

災害への備えについて授業をし、単元の最後に「自分の

生活圏にある避難所までの経路を実際に確認したいと思

うようになったか」「避難経路を家族で話し合いたいと思

うようになったか」などの視点から生徒に振り返りをさ

せた。さらに、その数カ月後に、具体的な行動をしたか

アンケート調査をしたところ、単元末の振り返りでは

「行動したい」としていた生徒でも、全員が実際に行動し

ていないことが分かった。

　「『主体的に学習に取り組む態度』を評価する際、単元

の学習を通じた態度の変容と、実際の行動のどちらを評

価すればよいのか、非常に悩ましいと感じました」

　高等学校の新学習指導要領では、科目の新設や「主体

的・対話的で深い学び」などが注目されがちだが、評価

の在り方も大きく変わる。小中学校の事例なども参考に

しながら、イメージを深めたい。

神戸大学附属中等教育学校

◇所在地：兵庫県神戸市東灘区住吉山手5丁目11番1号

◇沿革：2009（平成21）年　開校
2013（平成25）年　研究開発学校（地理基礎，歴史基礎） 

指定（４年間）
2015（平成27）年　SGH 指定（５年間）
2017（平成29）年　研究開発学校（地理総合，歴史総合） 

指定（３年間）
2020（令和  2）年　SSH 指定（５年間）

◇学級編成：20クラス

◇生徒数：男子352名、女子385名（2020年4月現在）

◇特色：神戸大学の理念である「真摯･自由･協同」の精神に基づ
き、国際的視野を持ち未来を切り拓く、真理探究の精神に富んだ
グローバルキャリア人の育成をねらいとしている。｢見つける力｣
｢調べる力｣ ｢まとめる力｣ ｢発表する力｣ の４つの力とそれらを
総合する「考える力」を、教科の学習はもちろん、教育活動全体
を通じて育成している。

◇卒業生の進路：2020年３月卒業生160名
・進路：４年制大学113名、短期大学１名、専門学校・各種学

校２名、就職１名、その他43名
・合格者の内訳（現役生）： 国公立大学56名、私立大学190名、

短期大学３名、専門学校・各種学校２名
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